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図表 － 8に示す室温のSUS 304のデー タ 10)
そ用いて解析を行った。図表 8には便宜上、




























表－ 9に示す。 同図表から、 同じ円周方向単位
長さ締付け力に対して、 突起の曲率半径 Rk の




ここでは、 突起の曲率半径 Rk の影響を調べ




























































































































向単位長さ締付力π lb q と、 漏洩が生じる限界




























































考えられる。 一方、 T[lb qミ0.075MN/m程度




























、 図表－ 8 に示す室温のSUS 304のデータ




示す。 図表一 14から突起部でのミ ー ゼス応
状態を見ると、 ある程度の塑性域をもってい
ことがわかる。 この場合、 突起部での軸方向
大垂直応力は、 。 zmax =-1261MPaである。







































態を解析し、 先のS25C、 PVC-U の結果と比較
する。 図表 16は、SUS 304製GLフランジ
を使用時の締付け力 218kNで締め付けた際の
ミ ー ゼス応力状態を示す。
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い。 しかし、 図表－ 8の応力ひずみの関係か
ら、 S25C と PVC-U の中間程度の性質を有する
ことが予想できる。 したがって、 先の S25C と
PVC-U の Ozmax Per の関係を用いて SUS 304 
のシール効果を検討する。
図表－ 4(a）に示すように、 。zmax = -608MPa 
は、 材 料 が S25C で あ れ ば、 p = 0.98MPa 
>Per であり漏れが生じる。 しかし、 材料が
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